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校名 形式 設立者代表 設立（存在）年 閉鎖（改組）年 改組後の校名
＊上海東文学社 紳雛 羅振玉・、／王康年 1898.3 1900（義）
＊北京東文書館 紳孵 察元培・劉樹屏 1898.6 1898.8 
淮安東文学堂 紳雛 羅振玉•談観孫 1899.2 1900（義）
＊安徽東文学堂 紳雛 李鴻章呉汝綸 1899 1900（義）
＊広東嶺東同文学堂 紳雛 丘逢甲•楊守愚 1900春 (1907) 官緋となる
＊協立四川東文学堂 紳雛 周善培 1900.4 1900.8 
蘇州東文学堂 不明 嗚守之 (1901) 
＊保定公立東文学堂 官立 1903.4 (1994.10) 直隷師範学堂に合併
＊成都東文学堂 官立 1903.12 (1905夏） 沸学予備学堂
雲南東文学堂 官立 1904.10 (1907) 方言学堂






⑤東亜同文会絹『対支回顧録』下原書房 1968 pp. 771-772 
⑥察元培『察元培文集』巻十三 ・「日記」錦繍出版事業股伶有限公司 1995 P.280 
⑦朱有職主編『中国近代学制史料』ニ・下華東師範大学出版社 1989 PP.535-536 







































































































































河田喜八郎 (hetianxibalang) を「河田稀把爛」 (hetianxibalan、「稀把爛」はまた「物が砕けてめちゃ
くちゃになる」という意味がある）といって、時々彼らと話しに行き、「瓦塔苦西 (watakuxi)」 ．「阿































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 --『中国人日本留学史』 くろしお出版 1960






























18 前掲細野 [1983]P.64 
19 前掲細野 [1983]pp. 60-61 
20 服部宇之吉「支那人教育に対する所見」『中央公論』第24年3号明治42.3





24 川尻文彦「i王婉著 『清末対日教育視察の研究』」『中国研究月報』 6141999 
25 『時務報』館主。『時務報』は1896年8月黄遵憲・梁啓超 ．i王康年らが創刊した20ページほどの旬
刊誌で、 当時「変法」運動の機関誌的な役割を果たした。
26 陳英オ「両湖書院憶聞」『文史資料選輯』 34中国文史出版社 1986P.96参照
27 陳漏涛主編『四川近代史稿』四川人民出版社 1990P.408参照
28 井原鶴太郎「淮安東文学堂の概況」『東亜同文会報告』 10明治33.9.l
29 厳安生「梁啓超、王国維、察元培与日語」『外語教学与研究』第 2期 1986PP.38-39 
30 創刊は1897年 5月、停刊は1906年 1月。創刊当初は半月刊だったが、次年度より旬刊となっている。
内容には日本の農学研究書や農学関係論文及び日本の各種新聞雑誌に掲載された農業関係記事の翻
訳が多い。その訳者には日本人の古城貞吉と藤田豊八が招かれたことが知られている。











32 唐振常主編『上海史』上海人民出版社 1989P.334 
33 前掲『羅雪堂先生全集』 [1986]P. 8703による。
34 陰山雅博「江蘇教育改革と藤田豊八」『国立教育研究所紀要』第115集 1988P.41 
(181) 140 
清末東文学堂についての一考察 劉 建雲
35 『王国維文集』第三巻中国文史出版社 1997pp.470-471 
36 察元培口述 ・黄世暉記「伝略（上）」（北京大学新潮社編『察オ民先生言行録』上 1920所収）に「自
甲午以後、朝士競言西学、オ民始渉猟訳本書。戊戌、与友人合設ー東文学社、学読和文書」とある。
（ここでは 『察元培文集』巻ー・「自伝」錦繍出版事業股扮有限公司 1995pp.119-120による）
37 『察元培文集』巻十三 ・「日記」上錦繍出版事業股伶有限公司 1995P.94 
38 同上 P.124 
39 察建国『察元培与近代中国』上海社会科学院出版社 1997P.73 
40 字裸良、江蘇武進人、当時翰林院検討、その後上海澄衷学堂総理となっている。
41 東亜同文会 『続対支回顧録』下巻原書房 1973pp. 381-384 

































④厳修撰、武安隆 ・劉玉敏点注『厳修東遊日記』天津人民出版社 1995pp. 221-235 
50 石橋生「東華学堂」 『燕塵』4-7明治41.7.30 
51 江向栄『清国お雇い日本人」朝日新聞社1991pp.83-125 
52 郭沫若 『少年時代』 1947年刊（『沫若文集』第 6巻人民文学出版社 1958pp. 40-43所収）





























⑥熊沢純之助 「油頭通信 (4月14日）」『東亜同文会報告』 42明治36.5
⑦丘晨波等編『丘逢甲文集』花城出版社 1994
⑧徐博東 ・黄志平 『丘逢甲伝』北京時事出版社 1996








61 厳安生「中国日語教育草創期初探」 『中国日語教学研究文集』 5吉林教育出版社 1994





65 察元培「我在教育界的経験」 『宇宙風』 55・561937・1938（前掲『察元培文集』巻ー PP.217-218所
収）
66 前掲 『察元培文集』巻十三 P.127
67 前掲 『察元培文集』巻十三 P.172
68 問題と答案は1899年 9月『太陽」5-20に載った小山松寿の「腹門通信」による。同記事には福州
東文学堂のことが紹介され、学堂が開校してから一回目の「学年試験問題及答案」も載せられている。
問題は「文典」、「漠文和訳」、「書取」、「暗記」、「言語用法」の五つからなり、ここで引用したのは
その中の「漢文和訳」の部分である。答案は試験で首席を以て「日本派遣留学生候補者」に選ばれ
た林槃という学生のものである。
69 国語教育における文法の教育がまだ十分重要視されていない明治後期において、児崎はすでに西
洋諸国の国語教育を研究し、日本語文法指導の必要性を唱え、独自の指導案・指導法を工夫して「小
学校に於ける文法教授の一例」という成果を『教育研究』第 6号（明治37.9.1) に発表している。
70 永井勇助「直隷省保定府通信」『教育時論』 714明治38.2.15
137 (184) 
